
論題背景 

 

 今回、新しい試みとして、2月 27日から 3月 3日にかけて國立交通大學で行われる、「日

本語ディベート選手権国際大会 2019 台湾」との共通論題としました。以下に挙げる論題背

景は同大会公式サイトからの引用です。 

 

論題背景 

 死刑制度について、皆さんはどのような考えを持っていますか。肯定的な考え方もあれば

否定的な考え方もあるかと思います。おそらく、多くの皆さんは、死刑制度の是非をディベ

ートの試合を通じて議論することに対して、多少の戸惑いを感じられるかもしれません。 

 しかし、じつは「死刑論題」は、日本のディベート大会においてはしばしば論題として採

用される、いわば「定番論題」だと言えます。なぜなら、死刑制度の是非には、犯罪の抑止

効果や死刑囚の人権の問題などの多くの論点を取り扱い、それらを広く深く議論することが

できるという点で、ディベート教育の大きな効果が期待できるからです。 

 日本語ディベートで日本の死刑制度について議論することによって、世界の中における日

本の死刑制度の立ち位置や、日本の死刑制度に対する価値観を知るきっかけにもなります。

また、ディベートでは賛否両方の意見を行き来しながら、自分が賛成しない意見についても

考えることで、異なる価値観を受け入れるトレーニングができるようになります。したがっ

て、この論題では、ディベートの奥深さや面白さをより深く実感することができるかと思い

ます。本大会を通じて、語学力に留まらない日本語の表現力や思考力の上達につなげられる

ことを切に願っています。(https://istdebate.wixsite.com/ijdebate) 

 

引用資料について 

 「日本語ディベート選手権国際大会 2019 台湾」では、ディベートキャンプという形式で

限られた準備期間で行われることから、引用資料は主催者側が準備したものに限られていま

すが、本大会では引用資料の制限は行いません。学術論文・書籍・Web サイトなど、あら

ゆる文献の引用が可能です。 


